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今年度
の

配慮点

ア　ＧＩＧＡスクール進展（量から質へ、授業限定から家庭学習・読書へ、行事から日常
へ、ノートからタブレットへ、参集からリモートへ、形式研究から日常展開へ、オリパラか
らオリレガへ）

イ　１４０周年完遂（源流を振り返り、未来を見据える学びへ）

ウ　教育の質を高める働き方改革の継続（義務教育観の見直し、業務量の見直し）

開一の歩ん
だ教育の心

－開　智　以　進　徳－（明治１５年）
【校訓】（明治３８年）
１　からだを丈夫にして　学問にはげめ
２　心をおちつけ　むだぐちをきくな
３　元気よくつとめて　しんぼうせよ
４　何事にも正直にせよ
５　しんせつにして　礼儀を守れ
６　自分のなすべき事は人にたよるな
７　世のため人のためになることをせよ

教育目標（昭和３９年）
１　基礎学力を身につけ正しい判断ができ、何事にも進んでやりぬく
ことのできる子どもを育てる。
２　友だちと仲よくし、礼儀正しく、きまりを守り民主的な社会人と
なれる子どもを育てる。
３　心身共に健康で美しく情操豊かな子どもを育てる。

教育目標（昭和５１年）
自分（たち）の問題は自分（たち）で解決できるこども
　深く考えることのできるこども　思いやりのあるこども　丈夫な体
のこども

令和四年度　練馬区立開進第一小学校学校経営計画（０４０４０６提示）

教育
目標

－ともに生きる－  ○かしこい子  ○やさしい子　○たくましい子

目指す
学校像

① 原点回帰～今と未来を見据え、『新しい教育様式』を創造する学校
② 日々の幸～日常を重視し、質の向上に懸け、授業を核として、生涯に渡る学習が子ども自
らの手に渡る手だてを尽くす学校
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高度に達成 概ね達成
保護者評
価

児童評価

・毎月１
度以上実
践

○必要感のある課題
の設定と活発な発
表や思考を伴った
展開

・児童によるまと
めの終末

・１５分
週３回の
集中

○具体と抽象の調和
ある短作文

・漢字の習得と短
作文の慣れ

・学年等
にて要領
の明示

○自学等への発展
・低２０分・中４
０分・高６０分の
実績

・計画の
実行と成
果周知

○授業における情報
共有等の活用

・毎日のドリル
パーク等利用

・１期指導
・２期定着
・３期発展

○児童が自主的に授
業に臨む

・安定的な授業と
なる
・移動時に椅子を
入れる

・厳しく
も親身に
なった指
導や対応

○安定的な学級経
営・専科経営の実
現

・説明等をするこ
とにより教育に対
して理解を得るこ
とができる

・理解へ
の努力
・配慮の
実践

○学級に顕在化する
配慮を要する児童
の安定化

・教育のユニバー
サル化への努力

（

評
定
　
□

②
楽
し
い
学
校）

★肯定的な評価観に基づき児童・保
護者との信頼関係の確立を図る。

★ユニバーサルデザイン教育と特別
支援教育配慮を生かした児童指導
を行う。

（

評
定
　
□

①
学
力
や
学
ぶ
意
欲
を
高

め
る
授
業
や
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る

か。
）

（
評
定
　
□

①
わ
か
る
授
業）

★短時間継続国語授業を生かして国
語力・集中力を高める。

★保護者と協力して家庭学習習慣と
読書習慣を確立する。

★タブレットの常時利活用を図る。

○

生
活
指
導

やすらぎと
はりあいの
ある学校生
活の確立

○子どもと担任、
子どもと専科教
員のふれあいに
帰着
○ユニバーサルデ
ザイン教育と特
別支援教育の完
遂

★「徳進以智開」の心を踏まえて、
学習規律・生活規律の確立を図
る。

（

評
定
　
□

②
安
心
し
て
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
学
校
で
あ
る

か。
）

中期経営目標 短期経営目標 具体的方策

○

学
習
指
導

生涯にわた
る学習習慣
を確立と基
礎基本の定
着・活用へ
の意欲の伸
長

○学力向上の総合
的な取組の推進
〇ＧＩＧＡ　Ｓ
ＣＨＯＯＬの実
現

★算数・校内研究を生かした焦点化
された授業によって、学びに向か
う力を培う。
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高度に達成 概ね達成
保護者評
価

・１期着手
・２期達成
・３期発展

○全校的に好影響を
波及させる
〇ＳＳ点が全国平
均・区平均以下

・当初目標の完遂
・ＳＳ点が前年度
より低下

・毎週の
意識化と
実践

○若手教員の自立、
中堅・ベテランの
幅の広がり

・毎週の学年専科
会の実施
・メンタル維持

・児童の
意欲を引
き出す仕
掛け

○表現運動発表会・
校舎内展覧会の創
意

・安全、安定した
行事の実行

・既計画の
実践
・新たな仕
掛けの創造

○はりあいとあこが
れをもつ児童評価
を３事例以上集約

・計画の確実な実
践

・毎月確
認

○ホームカミングデ
イにつながる諸事
業の展開

・式典、児童集
会、記念誌、環境
整備、予算管理、
渉外の進展

○

環
境
整
備

・６月・
１１月・
２月に効
果検証

○より教育活動を充
実させるととも
に、近隣と調和す
るよう、先手を
打った対応をす
る。

・委託調理の安定
化
・教育活動に支障
を来さない。

（

評
定
　
□

④
安
全
・

安
心
な
施
設
・
環
境
や

給
食
が
提
供
さ
れ
て
い

る
か。

）

○

特
別
活
動
・
そ
の
他

練馬区東部
教育発祥の
地に根差し
た教育の展
開

〇新しい教育様
式に伴う実を重
んじた行事の集
約・厳選及び行
事の心の日常化
○１４０周年の意
義を踏まえた学
ぶ心・生きる力
の育成

★躍動・体育と創造・図画工作を軸
とした文化を感じる行事を展開す
る。

（

評
定
　
□

③
行
事
等
の
活
動
を
通
し

て、

子
ど
も
の
成
長
が
見
ら
れ
る

か。
）

★はりあいとあこがれ、自己有用感
と達成感がもてる異年齢集団活動
や学級学年活動を実践する。

★１４０周年の意義を踏まえ、諸事
業を展開する。

○

学
校
運
営

公教育の使
命を超えた
夢ある学校
づくり

○働き方改革を踏
まえた重点化・
精選化による分
掌の完遂
○日常的なＯＪＴ
等若手・中堅・
ベテランの資質
向上

★業務量を不断に見直して、働き方
改革の実効性を高める。

★学年専科会や分掌部会等にて教
え、教わるなどして、安定と協働
の職場環境を実現する。

中期経営目標 短期経営目標 具体的方策 児
童
自
己
評
価
　
□

①
あ
い
さ
つ
　
□

②
き
ま
り
約
束
　
□

③
家
庭
学
習
　
□

④
読

書

先を見通し
た教育活動
の支援と先
駆

○区民の期待に応
える職務執行の
厳正・適正化

■安全・安心・バランスの取れた食
の提供
■安全・安心・整理された環境づく
り
■重点的・効果的な予算執行


